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序 1 研究の背景 
東日本大震災の発生から 7年が経過し、復旧から復興へとフェーズは移行してきている
ものの、復興完了の号令のかかるところはまだない。総務省統計局1が 2018 年 1 月 22日に
発表した人口推計 1月報によると日本の人口は 2018年 1月の推定値で 1億 2,659万人であ
り、前年から約 0.18%減少している。東北地域の人口は、宮城県が 200 万人を超えている
ものの、すべての県が人口減少県である。特に、秋田県の人口は 2017 年に 100万人を切っ
ており、6県合計で約 879万人。日本の全人口のおよそ 7%にすぎず、また 6県すべてが人
口減少県である。 
 










                                                   
1 総務省統計局：https://www.e-stat.go.jp/ 
単位：千人 単位：%
2000年 2005年 2010年 2011年 2015年 2017年 対比
東日本大震災 2000年と2017年
青 森 県 1,476 1,437 1,373 1,363 1,308 1,278 86.59%
岩 手 県 1,416 1,385 1,330 1,313 1,273 1,255 88.63%
宮 城 県 2,365 2,360 2,348 2,323 2,334 2,322 98.18%
秋 田 県 1,191 1,150 1,087 1,075 1,023 995 83.54%
山 形 県 1,244 1,216 1,169 1,161 1,123 1,102 88.59%
福 島 県 2,127 2,091 2,029 1,988 1,914 1,881 88.43%
東北合計 9,819 9,639 9,336 9,223 8,975 8,833 89.96%



































                                                   













図表 2 居住地別宿泊観光客数（2012 年および 2017 年） 














                                                   


















































































































































                                                   
6 宮城県「震災遺構に対する宮城県の基本的考え方について」
https://www.pref.miyagi.jp/uploaded/attachment/235586.pdf 































公益財団法人日本交通公社が 2015 年 3 月に報告した「観光産業の地域経済への波及効
果分析手法の検討及び地域ストーリーづくりに関する調査9」の中で、乗数理論を用いて対
                                                   
8 観光乗数：ある地域における観光客の総観光支出の増加により、この支出の増分の波及
効果を通して当該地域の産出・所得・雇用などの経済規模の追加的増大を推計するのに役



























 2016 年の宮城県の観光客の平均消費額を図表 4 で確認してみる。県内からの日帰り客の






                                                                                                                                                     
 
10 宮城県観光統計：観光統計は毎年 1 回発表される
http://www.pref.miyagi.jp/site/kankou/statistical.html 
11消費総額の平均：図表 4 の総額は県内客 5,400 円、県外客 9,400 円となっているが、こ










三次波及 一次、二次と同様の考え 三次波及効果=二次波及効果(a×ｒ)×r =a×r2
四次波及 四次波及効果=三次波及効果(a×ｒ×r)×r=a×r3
n次波及 n次波及効果=「n-1」次波及効果(a×r(n-2))×r = a×r(n-1)
10 
 






 2016 年の宮城県の観光統計では、図表 4 の平均消費額を総入込数から宿泊客と日帰り
客を算出し、これらを掛け合わせて、観光による直接の経済効果を 4,532 億円と算出した。
この観光消費額を基に宮城県産業関連表を使用して推計すると、波及効果は 3,015 億円と

































中分類 調査地点 所在地 春期 夏期 秋期 冬期 合計
自然 松島海岸 松島町 94 93 92 100 379
蔵王山頂レストハウス 蔵王町 91 96 92 279
文化・歴史 仙台城跡 仙台市 96 100 102 104 402
みやぎの明治村 登米市 97 95 95 287
産業観光 道の駅「上品の郷」 石巻市 92 93 95 100 380
道の駅「大谷海岸」 気仙沼市 96 94 95 285
あ・ら伊達な道の駅 大崎市 95 99 100 99 393
道の駅「はなやま」 栗原市 96 99 100 295
ｽﾎﾟｰﾂ・ﾚｸﾘｪｰｼｮﾝ 国営みちのく湖畔公園 川崎町 93 91 93 277
買物 三井ｱｳﾄﾚｯﾄﾊﾟｰｸ仙台港 仙台市 90 100 102 100 392
合計 940 960 966 503 3369
行・祭事、スポーツ、イベント等調査
中分類 調査地点 所在地 春期 夏期 秋期 冬期 合計
自然 伊豆沼 登米市・栗原市 92 92
ｽﾎﾟｰﾂ・ﾚｸﾘｪｰｼｮﾝ ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞﾊﾞﾚｰ泉高原スキー場 仙台市 94 94
行・祭事 山王史跡公園あやめまつり 栗原市 96 96
古川まつり 古川市 100 100
仙台七夕まつり 仙台市 96 96
政宗公まつり 大崎市 93 93
SENDAI光のページェント 仙台市 101 101
イベント 夢メッセみやぎ 仙台市 91 91
みやぎまるごとフェスティバル 仙台市 93 93

























 宮城県における 2016 年の観光客入込数は、日帰り客 5,162 万人、宿泊客 921 万人、合計
6,083 万人である。観光消費額の単価は県内からの日帰り客 4,500 円、県外からの日帰り
客 10,000 円、県内からの宿泊客 17,700 円、県外からの宿泊客 19,500 円、合計して算出す
ると観光消費額は、日帰り客 2,443 億円、宿泊客 2,089億円、合計 4,532 億円である。 
宿泊地点調査
中分類 調査地点 所在地 春期 夏期 秋期 冬期 合計
秋保温泉 ホテル・旅館 仙台市・2施設 48 86 119 131 384
松島 ホテル・旅館 松島町・2施設 79 91 39 105 314
仙台 ユースホステル・旅館 仙台市・1施設 33 79 24 22 158
蔵王遠刈田温泉 ホテル・旅館 蔵王町・1施設 47 55 33 50 185
鳴子温泉 ホテル・旅館 大崎市・2施設 52 61 170 52 335
栗原 ホテル・旅館 栗原市・1施設 0 0 51 21 72
気仙沼 ホテル・旅館 気仙沼市・1施設 46 19 10 0 75
川崎 公共宿泊施設 川崎町・1施設 4 10 6 28 48
キャンプ場 川崎町 52 31 83
合計 309 453 483 409 1654
13 
 




阪神・淡路大震災は、1995 年(平成 7 年)1 月 17日の早朝 5 時 46分に、淡路島北部北緯
34度 36 分、東経 135 度 2分、深さ約 16キロメートルを震源として発生、マグニチュード
7.3 最大震度は 7 を観測。兵庫県神戸市と洲本市で震度 6 を観測、九州から関東までの地
域で揺れが観測された。内閣府の防災情報のページ13に報告された、阪神・淡路大震災の
被災状況は、2006 年 5 月 19 日に消防庁から発表された確定データによると、全体で、死
者 6,434 人、行方不明者 3人、負傷者 43,792 人、全壊 104,906 棟、半壊 144,274 棟、全半
焼 7,132 棟の被害があった。道路は 7,245 か所、橋梁は 330 か所、河川は 774 か所の被害
があり、鉄道にも大きな被害がでた。 
地震の揺れは、図表 7に示す通り、兵庫県神戸市長田区、兵庫区、須磨区、中央区、灘










宅火災が広範囲となった。神戸市の 1994 年 10 月 1 日現在の人口が、1,518,982 人であり








































































ろうか。2011 年 1 月に神戸市により発表された「阪神・淡路大震災の概要および復興」に
よると、観光に関する具体的な事業の実施状況についての解説はないが、「8割復興」と呼




































ある 1994 年の観光客入込数は、2,440 万人であったが、震災の影響で 1995 年には半分以
下の 1,074 万人となった。しかし、翌 1996 年に入込数は 2,000 万人を超え、震災から 4
年目の 1998 年には震災前の入込数に戻している。震災発生時には、道路も鉄路も甚大な被
害を受けたが、6 月 12 日には阪急電鉄神戸線が全線復旧を果たしたことを皮切りに鉄路の


























 観光の名所である市街地や六甲は前年の約 3 分の一程度の入込となり、観光客の動員に
図表　神戸市における観光入込客数の推移
(単位：万人)
1/17発生 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目 7年目 8年目 9年目 10年目 11年目 12年目
1994年 1995年 1996年 1997年 1998年 1999年 2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年
市街地 831 243 616 718 810 866 836 819 945 919 1,061 1,066 1,259
うち北野 166 41 112 116 157 161 160 153 151 145 161 138 158
神戸港 217 56 127 146 159 154 152 146 153 162 154 146 143
六甲・摩耶 732 225 504 510 497 504 482 488 461 496 489 456 466
有馬 172 102 145 141 136 133 128 129 131 170 163 159 159
須磨・舞子 344 157 251 257 324 342 393 374 359 349 350 358 370
西北神 144 97 110 108 110 108 104 98 100 117 103 105 102
2,440 880 1,753 1,880 2,036 2,107 2,095 2,054 2,149 2,213 2,320 2,290 2,499
0 194 309 396 492 486 424 461 423 456 492 395 419
2,440 1,074 2,062 2,276 2,528 2,593 2,519 2,515 2,572 2,669 2,812 2,685 2,918
大規模イベントなど 0 0 0 0 0 0 0 223 34 0 0 45 2































苦戦していたことがわかる。1995 年の入込数 1,074 万人のうち、約 18%を占める 194 万人




と JR 元町駅に挟まれた旧外国人居留地および東遊園地にて、毎年 12 月に開催されている
が、その集客力は年々増加し、現在は期間中に 400万人を超える人が神戸を訪れている。













たが、1998 年から 400 万人以上の入込数を稼いでいる。 
 神戸ルミナリエは、神戸ルミナリエ組織委員会が主催者となっているが、構成団体は兵
庫県、神戸市、神戸商工会議所、一般財団法人神戸国際観光コンベンション協会、公益社
団法人ひょうごツーリズム協会、feelKOBE 観光推進協議会である。2016 年第 22 回の決算
見込みによると、収入は 4 億 9 千万円。内訳は、企業からの 1 件 10 万以上の協賛金が 1
億 9600 万円、行政関係の補助金は 1 億 4100 万円、個人等からの募金が 6100 万円、出店し
た飲食店の負担金が 5900 万円、その他 600万円、繰越 2800万円である。補助金について
は、兵庫県から 2500 万円、神戸市から 5300 万円、神戸市の外郭団体から 2300 万円、宝く















帆をつなぐ全長 3,911 メートルの吊橋で、1986 年 4月の起工から約 14 年の 1998 年 4月に
開業した。本州と四国を結ぶ路線は、瀬戸大橋ができて岡山から高松へのルートが便利に
なったが、明石海峡大橋が完成したことで、天候や車両積載などを気にする必要がなく、
神戸から淡路を経由して四国の徳島に移動することがたやすくなった。2017 年 8 月 11 日










年で入場者が 300万人を突破したが、2年目は約 3分の 1の 100万人程度に減少している。
矢守（2002）によると、このような博物館・記念館には二つの主要な機能があり、一点目
は「記録の展示」と記録に記憶を連合させた「記録/記憶」の確立、もう一点は、「身構え/






































 神戸市15における 2016 年の観光入込数は、日帰り客 1,661 万人、宿泊客 506万人、合計
2,167万人である。観光消費額の単価は日帰り客 8,108円、宿泊客 36,117 円、合計すると





                                                   








新潟県中越地震は、2004 年(平成 16 年)10 月 23 日 17 時 56 分に、新潟県中越地方北緯
37 度 17 分、東経 138 度 52 分、深さ約 13 キロメートルを震源として発生、マグニチュー
ド 6.8最大震度は 7 を観測。図表 11 の通り、新潟県川口町(現在は長岡市)で震度 7 を観測
(図表 11 参照)、余震活動が活発で、震度 5強以上の余震が 5 回発生している。全体で、死









被害の範囲は、新潟県長岡市や小千谷市に集中した。新潟県によると、2009 年 10 月現
在、死者 68 人のうち 26 人が長岡市(2009年よりも前に合併した地区とともに 2010年に合
併した旧川口町も含む)、19人が小千谷市の被害であり、住家被害のうち全壊 3,175 棟の
うち 2,197 棟が長岡市の被害である。 
 
【新潟県の復興計画と観光】 






















































長岡市では、新潟県のビジョンをもとに、2004 年 7月 13 日に発生した新潟・福島豪雨16
と10月23日に発生した新潟県中越地震についての復興計画を2005年8月に策定した。2004
年から 2005 年にかけて長岡市は、災害に見舞われたばかりでなく、市町村合併という組織
変更もあった。2005 年 4 月 1 日 南蒲原郡中之島町、三島郡越路町、三島町、古志郡山古





















生 4 年前の 2000 年に 7,825 万人を達成しているが、その後は徐々に減少し、2003 年の新
潟県の観光客入込数は 7,356 万人であったが、震災発生の 2004 年には 6,613 万人に減少し





あろう。残念ながら、翌 2010 年からは入込数が落ち込み、2014年からは約 7,300万人を
                                                   
16 新潟・福島豪雨：2004 年 7 月 13 日に発生した災害、新潟県内では 15 人が亡くなった。 
図表　新潟県における観光入込客数の推移
(単位：万人)
4年前 3年前 2年前 1年前 10/23発生 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目 7年目 8年目 9年目 10年目 11年目 12年目 13年目
2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年
7825 7792 7550 7,356 6,613 6,891 7,205 6,771 7,095 7,588 7,081 6,667 7,086 7,160 7,298 7,744 7,417
参考 新潟市 724 696 675 719 1,057 1,242 1,355 1,310 1,392 1,420 1,530 1,562 1,670 1,713 1,845 2,005 1,860









































されたのは 2000 年、「大地の芸術祭 越後妻有アートトリエンナーレ」だ。トリエンナー
レとは 3 年に 1 回という意味であり、新潟では 2000 年から 3 年おきに開催され、すでに 6
回の開催実績がある(図表 14)。その動員数は、2000 年で参加アーティストが 32 の国と地
域から 148 組、来場者数は約 16 万人、作品展示をしている集落が 28 集落であった。来場
者の数は回を追うごとに増加しており、「こへび隊」とよばれる芸術祭をサポートするボラ









トキめき新潟国体(第 64 回国民体育大会)は 2009 年 9 月 26日から 10 月 6 日まで開催さ




2000年 2003年 2006年 2009年 2012年 2015年
開催期間 7/20～9/10 7/20～9/7 7/23～9/10 7/26～9/13 7/29～9/17 7/26～9/13
会場(越後妻有) 6市町村 6市町村 2市町 2市町 2市町 2市町
展示集落 28 38 67 92 102 110
来場者数(人) 162,800 205,100 348,997 375,311 488,848 510,690
参加アーティストの国 32 23 40 40 44 35
参加アーティストの数(組) 148 157 225 350 310 363
作品数 153 220 334 365 367 378















新潟県の観光統計によると、2008 年の春日城跡への入込数は 74万人であったが、2009 年
には 222 万人に増えている(図表 15)。入込数のカウントの仕方が 2009 年を境に変更とな
っており、それまで春日山林泉寺にて入込数をカウントしていたものを、2010 年からは春
















10/23発生 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目 7年目 8年目 9年目 10年目 11年目 12年目 13年目
2004年 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年
新潟県 6,613 6,891 7,205 6,771 7,095 7,588 7,081 6,667 7,086 7,160 7,298 7,744 7,417
新潟市 1,057 1,242 1,355 1,310 1,392 1,420 1,530 1,562 1,670 1,713 1,845 2,005 1,860












その後 1997 年に山形県米沢市で、2002年に新潟県上越市で、震災発生念の 2004 年に福島
県会津若松市で活動が開始されている。実際に放送となったのは 2009 年であるから、災害
復興に有効な手段ではあるが、併せて誘致活動を開始しようとするのであれば、災害発生
から 10 年以上かかることになる。 
 
【中越メモリアル回廊】 


























 新潟県17における 2016 年の観光入込数は、日帰り客 1,661 万人、宿泊客 506万人、合計
2,167万人である。観光消費額18については、データが古いが 2009 年秋季から 2010 年夏季
までの 1 年間で、県内からの日帰り客 1,083 億円、県外からの日帰り客 904億円、県内か




震から 6 年で震災前の入込数の 7,356 万人を上回る 7,588 万人となったが、これは一時的
なものであった。翌 2010 年は 7,081 万人、2011 年は東日本大震災の影響もあり 6,667 万





















































京仙台間の東北新幹線が 2011 年 4月 25 日に運転を再開し、29日には新青森までの新幹線
路線が復旧したことで、誘客につながりやすくなった。高速道路は、2011 年 3 月 22 日に
は被害を受けた道路の約 93%が応急復旧し、一般車両の通行は制限されたものの徐々に回
復に向かった。 
仙台市では大規模イベントも多数開催され、2011 年 5 月の青葉まつりは自粛のため中止
となったものの、仙台七夕まつり、定禅寺ストリートジャズフェスティバル、光のページ
ェントなど毎年定期的に開催されている行・祭事が開催されたほか、東北六魂祭が企画開
催された。東北六魂祭は、2011年 7月 15 日と 16 日に仙台市で開催されたイベントで、東
北 6 県の夏祭りを一度にすべて披露しようというものだ。東北六魂祭は、東北 6県それぞ
れの県庁所在地で毎年開催され、6 県を一巡した後は「東北絆祭り」として、あらたに各
地を巡っている。梅田ら(2014)によると、2011 年には 36 万人の動員があり、その後 4 年
間で 111 万人を動員し経済効果は 189億円にのぼるという。このような都市規模で開催さ
れる催しは観光客誘致につながると考えられるが、さらに沿岸部の被災地への誘導につい
ては、特に報告がなされていない。 
仙台市の観光客入込数と宿泊数の推移については図表 18 の通りである。2010 年には
1,979万人の入込数があり、2011 年には約 350 万人減少したが徐々に戻し、震災から 3年




























宮城県の観光客入込数と宿泊数の推移については図表 19 の通りである。 
 







体の入込数も 2016 年には 60,838 万人と 2010 年の 61,286 人の 99%まで戻している。2011










消費金額は 26,100 円、県外からの宿泊客の消費金額は 36,300 円である。宮城県の観光統
計によると、これらの消費金額は現地調査をもとに算出しており、ここに観光客入込数か
ら「県内/県外・日帰り/宿泊」で実人数を計算して、「消費金額×実人数」で観光消費額を
算出している。図表 20 は、2016 年の宮城県観光統計から引用しているが、宮城県の観光
統計では延べ人数が報告されるため、日帰り観光客の場合には平均訪問地点数で除して実


























通り、宮城県では、2016 年は 4,531 億円が観光による消費金額と算出される。係数は 2012
年のものを使用するが、2010 年の東日本大震災発生前と、2011年の発生年の観光消費額を
比較するとおよそ 800 億円が減少している。 
 
延べ観光客入込数(人) － 延べ宿泊者数(人) ＝ 延べ日帰り観光客数(人)
60,837,636 9,216,753 51,620,883
■日帰り観光客実数の推計
延べ日帰り観光客数(人) × 日帰り観光客の県内客比率 ＝ 延べ日帰り県内観光客(人）
51,620,883 83.20% 42,948,575
× 日帰り観光客の県外客比率 ＝ 延べ日帰り県内観光客(人）
16.80% 8,672,308
延べ日帰り県内観光客(人） ÷ 県内観光客平均訪問地点数(地点) ＝ 日帰り県内観光客実人数(人）
42,948,575 1.12 38,346,942
延べ日帰り県外観光客(人） ÷ 県外観光客平均訪問地点数(地点) ＝ 日帰り県外観光客実人数(人）
8,672,308 1.21 7,167,197
■宿泊客実数の推計
延べ宿泊者数(人) × 宿泊客の県内客比率 ＝ 延べ宿泊客県内客(人）
9,216,753 23.30% 2,147,503
× 宿泊客の県外客比率 ＝ 延べ宿泊客県外客(人）
76.70% 7,069,250
延べ宿泊客県内客(人） ÷ 宿泊県内観光客平均宿泊日数(日) ＝ 日帰り県内観光客実人数(人）
2,147,503 1.18 1,819,918








 図表 21 によると、2011 年の観光消費額の落ち込みは、県内県外ともに、日帰り客の落
ち込みが原因である。2010 年と 2011 年を比較すると、宿泊客はむしろ増加しているが、
日帰り客の落ち込みをカバーするほどの数字ではない。2016 年に、日帰り客が 2010 年の
数字に戻りつつあり、観光消費額全体として震災前のレベルに戻ってきたといえる。2016
年の観光消費額が 4,531 億円であり、宮城県観光課が宮城県の産業関連表を使用して推計










る。2010 年と 2011 年の宮城県の観光客入込数を確認すると、宮城県全体では約 70%に減少





実人数(A) 平均消費額(B) 消費額（C) 実人数(D) 平均消費額(E) 消費額（Ｆ) 消費額（C+F）
（人) (千円) (億円) （人) (千円) (億円) (億円)
県内客 39,548,818 4.5 1,780 1,588,969 26.1 415 2,194
県外客 7,391,832 10 739 3,881,860 36.3 1,409 2,148
合計 46,940,650 2,519 5,470,829 1,824 4,343
県内客 25,807,648 4.5 1,161 1,661,942 26.1 434 1,595
県外客 4,823,553 10 482 4,060,133 36.3 1,474 1,956
合計 30,631,201 1,644 5,722,075 1,908 3,551
県内客 38,346,942 4.5 1,726 1,819,918 26.1 475 2,201
県外客 7,167,197 10 717 4,446,069 36.3 1,614 2,331






















図表 22 震災前後における、宮城県内の観光客入込数  
 





2010年 2011年 対前年比 2016年 2010年との対比
宮城県 61,285,934 43,157,768 70% 60,837,636 99%
仙台市 19,789,520 16,207,800 82% 22,146,806 112%
山元町 48,618 14,624 30% 48,808 100%
亘理町 916,718 61,598 7% 715,611 78%
岩沼市 2,310,663 1,962,799 85% 2,235,702 97%
名取市 1,127,812 554,707 49% 815,901 72%
塩竈市 2,323,216 1,330,631 57% 2,173,142 94%
松島町 3,568,621 2,237,798 63% 2,768,840 78%
東松島市 1,123,233 198,658 18% 527,870 47%
女川町 696,005 39,565 6% 417,319 60%
南三陸町 1,083,630 359,027 33% 806,153 74%
気仙沼市 2,540,589 432,600 17% 1,353,542 53%
石巻市 2,612,359 1,677,210 64% 2,409,379 92%
多賀城市 682,999 236,062 35% 629,588 92%
利府町 1,475,272 426,652 29% 1,578,849 107%
白石市 750,611 440,248 59% 784,373 104%
角田市 207,816 147,852 71% 215,937 104%
蔵王町 1,471,325 1,219,954 83% 1,660,174 113%
七ヶ宿町 533,956 403,777 76% 484,018 91%
大河原町 543,709 317,048 58% 421,110 77%
村田町 438,066 393,258 90% 487,132 111%
柴田町 280,238 94,586 34% 523,083 187%
川崎町 891,852 861,648 97% 935,999 105%
丸森町 554,702 502,498 91% 578,806 104%
富谷市 16,806 0 0% 82,372 490%
七ヶ浜町 347,799 139,275 40% 548,523 158%
大和町 339,944 296,593 87% 306,087 90%
大郷町 504,299 488,067 97% 530,116 105%
大衡村 227,752 200,275 88% 461,200 203%
大崎市 7,793,432 6,885,600 88% 7,324,103 94%
加美町 1,262,448 1,148,860 91% 1,189,446 94%
色麻町 160,570 144,335 90% 232,391 145%
涌谷町 330,606 347,602 105% 302,949 92%
美里町 426,943 327,935 77% 391,533 92%
栗原市 1,131,684 770,292 68% 2,007,132 177%





序 3 研究方法 






























                                                   





図表 23 新・ツーリズム産業の範囲 
 
 















































































宮城県では延べ人数で数えるため、1 人が 2 地点訪問した場合には 2 人と数え、1 人が 2



















図表 24 観光商品の一覧 
 



















































図表 25 TSA（TourismSatelliteAccount）における産業分類項目  
 
出典：観光庁 旅行・観光産業の経済効果に関する調査研究を参考に筆者作成  
   
 
序 4 本稿の構成 



































東日本大震災は、2011 年 3月 11 日 14 時 46分に発生した地震21、震源は宮城県沖でマグ






































2017 年 11 月 30 日現在で宮城県内の死亡者は 10,654 人、行方不明者は 1,227 人。2010
年の国勢調査時の人口が、2,348,165 人であったことから、この震災で宮城県は人口の 0.5%
を一気に失ったことになる。中でも、南三陸町は当時の人口 17,429 人の約 3.4%にあたる




建物の被害は、宮城県によると222017年 11月 30日現在で、床上浸水を含む全壊が 83,003
棟、床上浸水を含む半壊が 155,129 棟であった。特に被害の大きかった自治体は仙台市
30,034 棟、石巻市 20,042 棟、東松島市 5,519 棟、南三陸町 3,143 棟、女川町 2,924 棟で
あったが、2016年 12月の住民基本台帳による世帯数と照らし合わせると、図表 28の通り、
















鉄道については、東日本旅客鉄道株式会社によると23、2011 年 4 月 4 日現在で青森県か
ら福島県までの鉄道で駅舎、鉄路合わせて約 1,680 箇所が被災した。そのうち駅舎が流失
したのは 23 駅、線路の流出埋没は 65 箇所、橋げたの流出埋没は 101 箇所となっている。
東京仙台間の東北新幹線は 2011 年 4 月 25日に運転を再開、東京から新青森までが再開し
たのは 4 月 29日であった。しかし、在来線は 2017 年 12 月現在、鉄路の全てが復旧してお
らず、大船渡線の盛駅から気仙沼駅までの 43.7km と気仙沼線の気仙沼駅から柳津駅までの
                                                   




宮城県 915,068 83,003 9%
女川町 3,868 2,924 76%
南三陸町 5,368 3,143 59%
山元町 5,574 2,217 40%
東松島市 15,068 5,519 37%
石巻市 60,890 20,042 33%
気仙沼市 26,622 8,483 32%
亘理町 11,437 2,389 21%
名取市 26,418 2,801 11%














宮城県の観光客入込数は図表 29 の通り、2009 年に 6,120 万人を、2010 年には 6,128 万
人を達成し最大数となった。2011 年の東日本大震災により、4,315 万人に落ち込んだが、
翌 2012 年には対前年比 120%を達成して徐々に上昇し、2016 年には 6,083 万人と震災前年
に迫る勢いである。 
 
















延べ人数であるということだ。つまり、1 人が 2 地点の観光地点を訪問した場合には「2










図表 30 観光庁による観光地点 
 
出典：観光庁より 









































































魂祭が仙台で 2 日間開催され、30 万人を超える人出となった。仙台七夕まつりは震災発生
から約 5 ケ月という時期でもあり対前年比 86%の 203万人にとどまり、12 月の光のページ
ェントが対前年比 105%の 290 万人の入込となったものの、2011 年は 4,315 万人と前年の約






全体としては震災からおおよそ 5 年で観光客が戻っていることになる。 
 



















増加していることがわかる。宮城県気仙沼市の 2016 年の入込数は約 135 万人で、2010 年
の 254万人の 53%程度である。宮城県南三陸町の場合には 2016年の入込数は約 80万人で、




























2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年
2010年と2016
年の対比
気仙沼 海の市 361,690 33,565 - - 223,061 310,770 295,411 81.7%
お魚いちば - - - 346,120 306,021 193,575 192,746
道の駅大谷海岸 499,013 125,423 91,058 124,154 132,248 138,752 145,947 29.2%
国立公園気仙沼大島 316,200 37,400 106,100 111,400 114,200 113,900 105,005 33.2%
岩井崎園地 467,700 28,000 55,000 79,150 81,300 83,900 72,325 15.5%
巨釜半造 185,800 33,800 47,100 53,845 61,634 62,800 59,800 32.2%
御崎 98,400 23,400 31,800 32,500 47,800 49,000 46,400 47.2%
小田の浜 14,810 0 10,060 12,270 12,340 14,180 10,821 73.1%
お伊勢浜 28,691 0 0 0 0 0 0
大理石海岸 - 6,000 - - - - -
大谷海水浴場 65,377 0 0 0 0 0 0
小泉海水浴場 48,308 0 0 0 0 0 0
計 2,085,989 287,588 341,118 759,439 978,604 966,877 928,455 44.5%
南三陸町 さんさん商店街 - - 33,525 274,301 187,825 283,656 247,616
志津川湾温泉 188,462 175,012 356,980 218,830 162,852 170,976 157,730 83.7%
神割崎 229,352 17,220 277,400 67,900 90,216 86,493 98,836 43.1%
さんさん館・ひころの里 17,259 1,130 4,578 14,157 12,275 14,609 19,497 113.0%
田束山 35,960 - 3,000 3,000 3,000 4,000 4,000 11.1%
長須賀海水浴場 9,765 0 0 0 0 0 0
魚竜館 48,220 2,500 - -
志津川湾イベント 206,000 151,500 - -
計 735,018 347,362 675,483 578,188 456,168 559,734 527,679 71.8%
女川町 女川原子力PRセンター 24,882 2,070 8,901 10,570 14,145 15,854 15,832 63.6%
水産観光センター 273,801 - - - - - -
女川温泉ゆぽっぽ 26,136 - - - - - -
計 324,819 2,070 8,901 10,570 14,145 15,854 15,832 4.9%
東松島市 海水浴、ゆぷと他 282,156 90,152 178,160 188,485 218,987 195,086 257,075 91.1%
東松島夏まつり、他 161,485 23,000 38,355 48,000 49,227 81,873 116,622 72.2%
体験学習他 223,015 4,177 30,606 9,960 29,043 73,390 95,509 42.8%
嵯峨峡、矢本海浜緑地他 156,030 963 - - - - -







構築」の五つの柱が設定された。計画期間はおおむね 10 年とし（図表 34）、復旧期に 3年、

























































2014 年に公表された、「宮城県平成 26 年度政策評価・施策評価基本票25」によると、観





                                                   





図表 36 2014 年度に実施された観光に関連する事業の一覧 
 


























































































































 宮城県の観光客入込数については、2010年に 6,128 万人を達成したが、東日本大震災の
影響で 2011 年には 4,315 万人に落ち込んだ。宮城県では、前出の各取組みの成果もあり、









震災前の 2010年の入込数を 1 としてとらえて、どのような区分の観光資源が苦戦している









































                                                   

















2015 年から 2016年にかけて約 21万人減少しており、これは、2015年に仙台近郊で開催さ
れた大型コンサート誘致によるものと考えられる。 
 







 宮城県における 2016 年の観光入込数は、日帰り客 5,162 万人、宿泊客 921 万人、合計
6,083 万人である。観光消費額の単価は県内からの日帰り客 4,500 円、県外からの日帰り
客 10,000 円、県内からの宿泊客 2,6100円、県外からの宿泊客 36,300 円、合計すると日帰









































町の人口は 2006 年 12 月に 18,707 人であったが、毎年 2%程度減少しており、震災直前
2011 年 2 月の人口は 17,666 人であった。しかし、震災により 620 人が亡くなり、現在も




津波による町内の建築物被害は 3,330 戸と全体の約 62%にも上った。内訳は、志津川地区

































2,020戸（地区の約 75%）、戸倉地区 520戸（地区の約 75%）、歌津地区 780 戸（地区の約 55%）、
入谷地区 10 戸（地区の 2%）、（2012 年 4 月 3 日現在）。町外への避難や移転もあり、図表
43 の通り、2017 年 12 月末実現在の人口は 13,210 人、2011 年 2 月と比較をするとこの 6
年で約 25%にあたる 4,456人が減少している。 
 
 






震災後、南三陸町では復興計画を、2011 年 12 月 26 日に発表した。復興の理念は 2006
年に制定をした総合計画をもとに「『自然・ひと・なりわいが紡ぐ安らぎと賑わいのあるま





年月 世帯数 人口 減少率
2009/2/28 5,359 18,127 99%
2010/2/28 5,364 17,832 98%
2011/2/28 5,362 17,666 99%
2012/2/28 4,880 15,419 87%
2013/2/28 4,847 15,147 98%
2014/2/28 4,740 14,620 97%
2015/2/28 4,649 14,081 96%
2016/2/28 4,589 13,762 98%
2017/2/28 4,590 13,504 98%
60 
 






期をだぶらせる形で、「復旧させながら復興する」ことを明言している。2011 年 9 月には








交流）事業」が、2011 年から 2020 年までの主な事業とされている。目標は 3 段階となっ







































   
【観光客入込数】 
南三陸町の観光客入込数について確認する。南三陸町の観光客入込数は 2005 年に約 101
万人に達してから若干の前後はあるものの 100 万人前後で推移していた（図表 45）。2008
年には 104 万人を突破、2009 年には一般社団法人南三陸町観光協会が旅行業に参入したこ
ともあり、2010 年には 108 万人を突破した。しかし、翌 2011 年の東日本大震災により、




か所のうち、震災から 1 年半以上経過した 2012 年 11月の段階でも 27 か所が被災により立
ち入りができないかまたは移転・廃業・損壊している状態であり、入込数確保が困難であ
った。2012 年には 89 万人まで入込数を戻したが、その後、2013 年には 88 万人、2014 年



























2004年 1,033,242 182,453 29,358 2,649 5,892 7,031 805,859
2005年 1,009,819 173,779 35,222 1,970 5,955 6,648 786,245
2006年 980,334 184,011 28,593 1,926 6,752 5,461 753,591
2007年 998,683 196,655 36,531 1,544 8,497 36,422 719,034
2008年 1,043,142 196,643 37,995 1,487 13,449 32,266 761,302
2009年 1,028,049 231,881 35,160 1,571 15,921 39,884 703,632
2010年 1,083,630 229,352 35,960 0 17,259 48,220 752,839
2011年 359,027 17,220 0 0 1,130 2,500 338,177
2012年 896,782 260,000 3,000 0 2,073 0 631,709
2013年 825,906 65,430 3,000 0 12,329 0 745,147
2014年 814,189 67,500 3,000 0 11,036 0 732,653
63 
 
南三陸町では、2011 年 4 月、震災の翌月から開始された復興イベント「福興市」の開催
もあり、2012年にはおおよそ 90万人まで入込数を戻し、以降 80万人前後を推移している。














 南三陸町の観光客入込数の推移は、図表 47 の通りである。町としての観光消費額データ
がなく、宮城県観光統計の日帰り県内客 83.2%、県外客 16.8%、宿泊客の県内客 23.3%、県
外客 76.7%に換算して観光消費額を算出すると、震災前の約 85%まで戻ったと考えられる。 
 
図表 47 南三陸町の観光客入込数の推移と推定観光消費額 
 
出典：南三陸町30より 
                                                   
30 南三陸町：南三陸町統計書からの観光客入込数。宮城県観光統計と若干数値が異なる
https://www.town.minamisanriku.miyagi.jp/index.cfm/10,0,56,238,html 
総合計（人） 日帰り(人) 宿泊(人） 推定観光消費額(億円)
2008年 1,043,142 793,835 249,307 75.5
2009年 1,028,049 780,041 248,008 74.5
2010年 7,771 0.8
2011年 6,881 0.7
2012年 896,782 685,285 211,497 64.8
2013年 825,906 629,301 196,605 59.7
2014年 814,189 617,345 196,844 59.0
2015年 748,419 550,928 197,491 54.9
































図表 49 第 1 回目の福興市開催の様子 
 
出典：2011 年 4 月 29 日筆者撮影 
 
福興市は、南三陸から元気を発信するという意味で、月に 1回開催され、その後もほぼ


























































図表 50 語り部による学びのプログラムの様子 
 




のときにはバス 1台(20 人)につき 10,000 円と設定している。乗客が 20 人をこえた場合、
1人増えるごとに 500 円を加算する。また、バスでの案内とは別に講話も聴く場合にはバ
ス 1 台(20人)につき 20,000 円で、乗客が 20 人をこえた場合、1 人増えるごとに 1,000 円

































                                                   



















































れる範囲、1人から 5 人までを対応とルールを決めた。このことにより、1 人での参加の場




合の参加費は、7,000 円、2人での参加は 3,500 円/1 人、3人または 4 人での参加は 2,500









商品は図表 52の通り 8 つのコース35から成り、来訪者の希望により選ぶことができ、時






図表 52 まちあるき語り部の商品一覧 
 
出典：南三陸町観光協会より 
                                                   
34南三陸町観光協会の発表による数字 














































れぞれ仮設商店街は、2017 年 3月にさんさん商店街が本設に移転、2017 年 4月に伊里前福
幸商店街はハマーレ歌津として本設に移転してオープンした。さんさん商店街は、2014年
の観光統計に初めてデータが掲載され、2014 年の入込数は 187,825 人、2015 年は 283,656
人、2016 年は 247,616 人であった。 
 
【ポータルセンター】 




























女川町も人口減少地区であり、2005 年 10 月現在 10,723 人であった人口が年々2～3%程
度減少続け、図表 53 の通り、2010 年 10 月 1 日付けでは 10,051 人となった。東日本大震
災では、想定をはるかに超える 14.8 メートルの津波が襲い、平地の少ない町は津波による
住宅被害が 4,568 戸と全体の約 85%に上った（2011年 7月 1日現在）。これにより、615 人
が犠牲となり、行方不明者は 258 人である(2017 年 12 月末現在の確定）。仮設住宅を町の
グラウンドに建設するなど、被災者の生活再建を最優先にして計画をたてたものの、働く
場を失った人たちは町外にでていくこととなった。2017 年 12 月の人口は 6,637 人、2010
年 12 月末付けの人口と比較をすると約 34%も減少している。 
 





                                                   




2010/10/1 3,968 10,051 94%
2011/2/28 3,852 10,016 99.7%
2012/2/28 3,417 8,376 84%
2013/2/28 3,393 7,962 95%
2014/2/28 3,254 7,410 93%
2015/2/28 3,204 7,089 96%
2016/2/28 3,162 6,854 97%








うという動きである。2011 年 11 月の女川町町長選挙では無投票で当時 39 歳の須田善明氏
が当選し首長は 20 歳以上若返った。また、このときに、協議会の戦略室に携わっていた小

































協会への補助金に 500 万円が充てられているのみであった。2014 年度の政策方針の中に、
ようやく被災商工業者の本格再建に向けた検討が発表され、いよいよ本格復興に向けた動




























2011 年の観光客入込数は、約 4 万人と大きく落ち込んだ。翌年には約 22 万人まで戻し、












のデータでは、女川駅前の水産観光センター・水産物流センターに 2009 年に約 29 万人、
2010 年に約 27 万人が訪れていた。女川駅に隣接していた温泉施設「ゆぽっぽ」には 2009














 女川町の 2016 年の観光客入込数は 417,319 人である(図表 56)。宿泊客については 66%















総合計（人） 日帰り(人) 宿泊(人） 推定観光消費額(億円)
2008年 722,085 672,126 49,959 75.1
2009年 743,350 696,598 46,752 62.2
2010年 696,005 658,503 37,502 56.3
2011年 39,565 36,304 3,261 3.5
2012年 218,693 207,759 10,934 14.9
2013年 295,016 273,902 21,114 16.9
2014年 290,629 267,569 23,060 19.3
2015年 381,259 353,549 27,710 25.4












町の中央部から石巻市寄りの場所にて 2011 年 10 月 7 日に 6 店舗にていち早く再開。10月
8 日と 9 日は、これまで恒例で開催されていたさんま祭りを「復興さんま祭り」として開
催し、多くの来客で賑わった。現在は、女川駅前の開発に伴い組織が解散し、ここでの営




宿再開の企画は、当時、復興連絡協議会にかかわっていた小松氏が立案、2012 年 12 月に
オープンした。イエロー、ピンク、グリーン、ブルーといったカラフルな色合いと、ホテ





























2012 年 10 月に完成した、業務用の冷凍冷蔵施設。カタール国の支援を受けて建設され






















が 2011 年 4 月 29日に開催され、女川町では、2011 年 5月 4日に「おながわ復幸市」が開
催されている。どちらのイベントも、地域住民や商工業者が中心となり開催したもので、
自治体の主導ではない。この時期、自治体は復旧作業で手一杯であった。2011 年 8 月、南
三陸町の株式会社ヤマウチでは、町内の高台に店舗を再建した。株式会社ヤマウチの社長・



















宮城県の観光統計によると、南三陸町の 2016年の入込数は 806,156人、宿泊客が 209,217
人で日帰り客が 596,936 人、推計観光消費額39は 76 億円。女川町の入込数は 417,319 人、
宿泊客が 33,033 人で日帰り客が 384,286 人、推計観光消費額は 26 億円となる。女川町の






                                                   
39 推定観光消費額：宮城県観光動態調査報告書における推計観光消費額の算出を参考にし
ている。「観光客入込数－宿泊客数=日帰り客数」県内外の比率は、同調査報告書における
割合、日帰り客の県内比率 83.2%、県外比率 16.8%。宿泊客の県内比率 23.3%、県外比率
76.7%、から算出している。 
4年前 3年前 2年前 1年前 3/11発生 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目 7年目
2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年





























































































 1993 年 7 月 12 日 22 時 17 分に、北海道南西沖を震源地として発生した地震。地震の規
模はマグニチュード 7.8、震源に近く被害の大きかった奥尻島には地震計が設置されてい





たと報告されている。また、船舶火災が 2件、建物火災が 1 件、車両火災が 1 件発生して
おり、出火原因は特定されていないが地震または津波によるものと考えられている。最終
的な人的被害は、死者 172人、行方不明者 26 人、住居建物の全壊は 437 棟、半壊は 88 棟、
































ると考えられる。奥尻島と函館の間では定期航空便があり、1 日 1 往復しているほか、定





































が盛んであった。図表 61 で震災前年 1992 年の観光客入込数を確認してみると、16万人近
い入込数のうち約半数が 7月と 8 月の夏の 2 ケ月に集中している。また、特徴としては日
帰り客が非常に少ないことである。フェリーは、江差町の江差港フェリーターミナルを出
発する便と、せたな町の瀬棚港フェリーターミナルを出発する便がある。江差港発のフェ
リーは 5 月から 11 月中旬は 1 日 2 往復だが、それ以外の期間は 1 日 1 往復である。瀬棚港
からの便は 5月から 10 月中旬までの運航で 1 日 1 往復である。つまり、冬場の 11 月から
4 月の期間は、フェリーで訪れた人がフェリーでその日のうちに戻れるダイヤではない。











北海道南西沖地震は、1993 年 7 月 12 日に発生したため、その年には夏の誘客ができな
い状態であった。また、入込数の把握もできておらず、図表 62 のとおり、1993 年度の観
光客入込数は前年度の 30%程度にまで落ち込んだ。小松原（2005）によると、観光の季節












 観光に関する状況を入込数で確認をすると、1990 年には年間 17 万人を超えていた入込
数が、震災を機に年間 5 万人に満たない状況となり、この落ち込みはしばらく続くことに
なる。震災から 4年たって、やっと 5万人代に回復した（図表 63）。 
 
単位：%
1992年度 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 前年度 対前年度
入込総数 6.8 17.4 15.8 30.7 46.8 11.2 8.5 5.8 4.5 4.5 3.6 3.6 159.2 175.2 90.9
内道外客 0.4 1.0 2.0 2.7 6.0 8.2 1.2 0.4 0.2 0.7 0.2 0.2 23.2 18.7 124.1
内道内客 6.4 16.3 19.7 28.0 40.8 8.9 7.2 5.4 4.3 3.8 3.3 3.3 147.4 156.4 94.2
内日帰客 0.1 0.1 0.2 0.4 0.7 0.1 0.1 0.1 - - - - 1.7 1.9 89.5
内宿泊客 6.7 17.2 15.6 30.3 46.8 11.0 8.4 5.8 4.5 4.5 3.6 3.6 158.0 178.2 88.7
宿泊客延数 7.2 17.4 16.5 31.8 47.9 11.8 8.9 6.1 4.8 4.8 3.7 3.7 164.6 182.3 90.3
単位：千人
単位：%
1993年度 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 前年度 対前年度
入込総数 7.0 18.2 16.2 3.2 2.2 2.2 1.2 1.0 2.8 54.0 159.2 33.9
内道外客 0.8 1.4 2.5 0.3 0.2 0.1 0.1 0.1 0.1 5.6 23.2 23.9
内道内客 6.1 16.8 13.6 2.8 2.0 2.0 1.1 1.0 2.6 48.0 147.4 32.6
内日帰客 0.1 0.2 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.5 1.7 31.2
内宿泊客 6.9 18.0 5.9 3.2 2.2 2.2 1.2 1.0 2.8 43.4 158.0 27.5































1989年 1990年 1991年 1992年 1993年 1994年 1995年 1996年 1997年 1998年 1999年 2000年 2001年 2002年
発災 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目 7年目 8年目 9年目
入込総数 148.8 178.4 175.2 159.8 54.0 46.7 46.3 47.2 48.6 52.1 51.8 52.4 49.5 55.3
　内道外客 13.7 17.8 18.7 17.7 5.6 4.0 3.4 4.2 5.1 6.1 4.5 5.9 8.1 9.1
　内道内客 135.1 160.6 156.4 142.0 48.0 42.6 42.9 43.0 43.5 46.0 47.3 46.5 41.4 46.2
　内日帰客 1.7 1.8 1.9 2.0 0.5 0.4 0.5 0.5 0.6 0.7 0.5 0.7 0.8 2.0
　内宿泊客 147.0 176.6 173.2 157.8 43.4 46.2 45.8 46.6 48 51.4 51.3 51.7 48.7 53.3
　宿泊客延数 155.9 185.8 182.3 166.1 57.8 49.3 48.7 49.7 50.9 54.8 54.4 54.9 52.1 58.3
2003年 2004年 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年
10年目 11年目 12年目 13年目 14年目 15年目 16年目 17年目 18年目 19年目 20年目 21年目 22年目 23年目
入込総数 57.6 54.8 52.6 50.5 45.7 41.3 39 36.1 33.3 32.4 32.5 27.2 26.6 27.1
　内道外客 12.6 12.4 11.9 11.4 10.3 9.5 9.2 7.9 7 7.3 6.8 6.2 6 6
　内道内客 45 42.4 40.7 39.1 35.4 31.8 29.8 28.2 26.3 25.1 25.7 21 20.6 21.1
　内日帰客 1 1.1 0.9 0.9 0.9 0.7 0.9 0.7 0.7 0.7 0.8 0.7 1.1 0.6
　内宿泊客 56.6 53.7 51.7 49.6 44.8 40.6 38.1 35.4 32.6 31.7 31.7 26.5 25.5 26.5
　宿泊客延数 60.7 57.7 55.4 53.2 48.2 43.6 40.8 37.9 35.4 34.1 34.6 28.6 27.6 28.5
87 
 









は、観光客の入込が 7 月 8月の夏期に集中しており、春・秋・冬期に入込をあげることが
できていないこと、もう一点は島へのアクセスがしにくいこととしている。特に、フェリ
ー代が高額で、江差から奥尻までの航路で片道運賃42は 2,470 円であるが、車両輸送費は
車体 5m 未満で 21,000 円である。自家用車で島を旅行する場合にはフェリー代往復に加え





 2016 年の奥尻町の観光客入込数は、27,020 人であった。奥尻町としての観光消費額は発
表されていないため、北海道の観光消費額を参考にしたい。奥尻町を訪れる人はほとんど
が宿泊することから 27,020 人を宿泊客としてカウントし、道外からの客が 6,000 人、道内
                                                   
































































































































































からの客が 21,100 人とすると、北海道の観光消費額43から「道外からの観光目的の 7～9
月の宿泊客の平均単価 87,743 円」と「道内からの観光目的の 7～9 月の宿泊客の平均単価





















として、2014 年から開催している。15 時にスタートをきるフルマラソンと、17 時にスタ
ートをきるハーフマラソン合わせて 500 人定員で参加者を募集する。また、前夜祭・後夜
祭も開催し、地域の食体験等も楽しんでもらう。大橋（2016）が 2015 年に調査したところ
によると44、出場者全員が奥尻島に宿泊をしており、そのうち 40%が大会前後に 2 泊、60%
が大会後に 1 泊をしている。また 75%が何らかの形で島内観光もしており、ムーンライト
マラソンへの出場理由も 50%が旅行や観光ができるというものであった。奥尻町役場45によ
ると、2018 年のムーンライトマラソンには定員を上回る 538 人が参加し、随行者を含める
と 600人を超える人々が島を訪れた。町内の宿泊施設は満室となり全員の受入が困難とな
                                                   
43 北海道の観光消費額：北海道観光統計ポータルサイトより(2016 年 7~9 月期の道内客で
観光客 http://www.pref.hokkaido.lg.jp/kz/kkd/toukei/H28_irikomi_honbun.pdf 
44 調査：348 人の出場者のうち 84 人から有効回答を得ている 










 図表 65は、奥尻島へ来訪した外国人観光客についての一覧である。過去 12年と遡って












 奥尻町では、発災前の 1992 年に約 15 万人の入込数だった観光客が、震災で 5.4 万人と
約 30％に落ち込み、発災から 10 年が経過した 2003 年に 5.7万人に達したもののその後は
減少し続け、2016 年には 2.7 万人となった。この状況にあって、ムーンライトマラソンの
ように宿泊につながる取り組みの存在は大きいといえる。 
 
中　国 韓　国 台　湾 香　港
シンガ
ポール




ドイツ その他 米　国 カナダ 豪　州 その他
2004 0 0 0 0 0 0 14 0 14 6 0 0 37 0 0 0 0 0 3 74
2005 0 0 0 0 0 1 10 0 0 25 0 0 26 0 0 0 0 3 0 65
2006 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 4 2 0 0 0 0 0 8
2007 0 19 2 0 0 1 0 4 1 5 0 0 15 2 2 0 0 0 0 51
2008 0
2009 1 2 20 2 0 0 0 4 2 1 0 0 40 0 0 0 0 0 0 72
2010 1 0 29 0 0 0 0 8 0 0 0 0 5 0 0 0 0 0 24 67
2011 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 30 30
2012 0 24 8 0 0 0 0 0 0 0 4 0 18 0 0 0 0 0 8 62
2013 0 0 8 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8 16
2014 3 0 15 2 11 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 31
2015 1 4 17 0 0 0 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 34
2016 15 0 11 0 0 0 13 0 12 0 0 0 3 0 0 0 0 0 1 55
合計 21 49 110 4 11 2 49 16 29 39 4 0 148 4 2 0 0 3 74 565
平均 1.8 4.1 9.2 0.3 0.9 0.2 4.1 1.3 2.4 3.3 0.3 0.0 12.3 0.3 0.2 0.0 0.0 0.3 6.2 47.1
オ セ ア ニ ア














入る場合の料金が高いと指摘している。2017 年 4 月に発表された観光庁の旅行・観光消費
動向調査47によると、2016 年の日本人の国内旅行の一人 1回あたりの旅行単価は、宿泊旅
行が 49,234 円、日帰り旅行が 15,662 円であった。江差から奥尻まで車軸 5m 未満のフェリ
















                                                   
46 国土交通省の調査：「奥尻町における北海道南西沖地震からの復興に関する現地調査レ









1995 年 1 月 17 日に発生した阪神・淡路大震災については、序章で述べているため、こ
こでは淡路市での被害について解説をする。淡路市は、阪神・淡路大震災のあと 2005 年 4
月 1 日に津名町、淡路町、北淡町、一宮町、東浦町が合併してできた自治体である。淡路
島における震災の被害は淡路市に集中しており、淡路島内の死者 64 人のうち 58 人が淡路








業の内訳は、卸小売業と医療福祉業が各 23%、宿泊・飲食サービス業が 12%、公務が 6%程
度である。第一次産業は、農業がやや多く 64%、漁業は 36%である。明石海峡大橋の開通に
より、関西方面からの移動が非常に便利となり、高速バスを利用すると大阪から淡路市ま









































年度 1990年 1995年 2000年 2005年 2010年 2015年
(発災） 5年後 10年後 15年後 20年後
観光客入込数 3,193 2,222 12,471 5,650 5,982 9,482















1990年 津名町 淡路町 北淡町 一宮町 東浦町 合計
自然鑑賞 0 43 30 5 4 82
寺社参拝 309 9 31 332 10 691
まつり 32 3 16 21 20 92
遺跡鑑賞 0 1 1 2 0 4
温泉 0 63 68 0 75 206
公園・遊園地 692 66 57 36 0 851
施設見学 0 0 4 6 58 68
登山・ﾊｲｷﾝｸﾞ・ｷｬﾝﾌﾟ 0 4 11 7 4 26
ｽｷｰ・ｽｹｰﾄ 0 0 0 0 0 0
海水浴・ヨット 4 120 67 50 81 322
ゴルフ・テニス 17 2 51 8 24 102
釣り・潮干狩り 21 171 17 7 301 517
観光農園 1 3 27 1 3 35
その他 0 0 0 0 197 197
1,076 485 380 475 777 3,193
94 
 




 2010 年からは、図表 69 にある通り、区分別集計ではなく目的別集計と変更になってお
り、2010 年以降では、他の項目よりも「スポーツ・レクリェーション」が入込数を上げて
いる。兵庫県観光動態調査報告書によると、2015 年に「淡路花博 2015 花とみどりのフェ










1995年 津名町 淡路町 北淡町 一宮町 東浦町 合計
自然鑑賞 0 31 2 1 2 36
寺社参拝 197 6 8 346 8 565
まつり 70 2 23 35 3 133
遺跡鑑賞 0 0 1 0 0 1
温泉 0 51 23 128 55 257
公園・遊園地 370 66 31 33 27 527
施設見学 0 0 1 1 21 23
登山・ﾊｲｷﾝｸﾞ・ｷｬﾝﾌﾟ 0 3 2 3 2 10
ｽｷｰ・ｽｹｰﾄ 0 0 0 0 0 0
海水浴・ヨット 4 57 18 14 25 118
ゴルフ・テニス 40 1 35 2 71 149
釣り・潮干狩り 18 102 7 4 67 198
観光農園 2 2 9 0 0 13
その他 0 15 0 103 74 192
701 336 160 670 355 2,222
95 
 




 兵庫県の観光統計52によると、2016 年の兵庫県における観光客入込数は約 1 億 3,904 万
人で、観光消費額（名目）は、1 兆 2,149 億円、観光客数と平均消費額を掛け合わせて算
出している。単純に計算すると、1 人あたりの消費額は平均 8,520 円となる。淡路市だけ












 日本第一番の神社、パワースポットとしても有名で、年間 170 万人前後の観光客が訪れ
る。古事記・日本書紀にも記される、伊弉諾大神が余生を過ごしたといわれている。自家
用車を利用すると津名一宮のインターシェンジから 5 分程度であり、神戸方面からは約 45




2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年
自然 21 28 27 26 19 18
歴史・文化 2,104 1,942 2,192 2,101 2,394 2,630
温泉・健康 212 180 191 188 224 232
スポーツ・レクリェーション 2,633 2,583 2,806 2,826 3,464 3,987
都市型観光～買い物・食など 890 677 715 697 834 811
その他 24 0 0 0 1,798 1,691
行祭事、イベント 98 96 69 74 88 113
5,982 5,506 6,000 5,912 8,821 9,482
96 
 









 花の島にふさわしい場所をつくろうと 1998 年に開園した、公園。春は菜の花やポピー、
夏はひまわりやバーベナ、秋はサルビアやコスモス、冬はストック等、四季を通じて、何
らかの花の風景が見られる。自家用車の場合、神戸方面からは明石海峡大橋を過ぎて最初
















ンや物産館とともにできた見学施設。開業 1 年で入場者が 300 万人を突破したが、2 年目
には 100 万人程度となり、震災から 12年を経過した 2007 年には 29万人と 30万人を切る
























岩手・宮城内陸地震は、2008 年 6 月 14日土曜日の 8時 43 分に発生したマグニチュード
7.2 の地震である。震源は岩手県南部であり、岩手県奥州市と宮城県栗原市で震度 6 強を
観測した。東北地方を中心に、震度 5から震度 4 を広い範囲で観測し、関東地方でも震度
3から震度 2 を観測した。2009 年 9 月に宮城県が発表した宮城県内の被害概要によると、
死者 14 人、行方不明者 4 人、住宅の被害は全壊 28 棟、半壊 141棟であった。また、同日
9時 20 分にマグニチュード 5.7の最大余震が発生し、さらに被害が拡大した。栗原市耕英














































事業」「ジオパーク検討事業」などが実施された。震災から概ね 3 年の 2010 年までを復旧




































観光客入込数 1,910.8 876.9 878.6 1,131.6 770.2 950.0 1,325.3 1,543.3 1,891.6 2,007.1 105%











年における主要観光地点での入込数は 1521.6 千人で、宿泊客 160.2 千人を含めこれ以外の
公表されていない地点での入込を合計すると栗原市全体の 1910.6千人となる。2016年は、
主たる観光地点での観光客入込数の合計が 793.3 千人で、宿泊客の 110.5 千人を含めこれ
以外の公表されていない地点での入込を合計すると栗原市全体の 2007.1 千人となる。宿泊
客の数が岩手・宮城内陸地震発生以前に戻っていないことから、現実的には厳しい数値で




 栗原市の入込数については、図表 71 の通り、2016 年の入込客数は 2,007,132 人で、宿






2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年
発災 東日本大震災
栗駒山・イワカガミ平 756.8 818.0 0.0 74.4 80.0 47.4 80.0 82.4 126.2 168.6 22%
ハイルザーム栗駒 49.5 13.3 1.6 46.5 46.1 46.5 46.1 41.4 43.7 11.2 23%
愛藍人・文字 26.8 12.3 16.6 9.4 9.3 9.4 9.3 5.0 6.3 4.6 17%
みちのく風土館 2.1 0.1 0.4 0.5 1.9 0.5 1.9 12.1 32.3 24.3 1157%
温湯温泉 62.1 10.5 0.0 29.5 28.2 29.5 28.2 28.0 27.1 27.1 44%
湯浜温泉・湯ノ倉温泉 1.8 0.2 0.0 0.2 0.2 0.2 0.2 0.5 0.4 0.2 11%
道の駅・路田里はなやま 189.0 120.0 129.6 141.9 140.8 141.9 140.8 150.7 168.0 160.5 85%
国立花山青少年自然の家 83.4 32.5 0.0 53.4 92.6 53.4 92.6 90.6 64.3 64.8 78%
花山青少年旅行村 9.6 1.9 0.0 6.3 6.1 6.3 6.1 6.1 7.1 7.5 78%
寒湯御番所・ゆかりの家 6.9 1.3 0.0 3.2 3.1 3.2 3.1 3.0 2.9 0.4 6%
伊豆沼・内沼サンクチュアリセンター 34.3 35.3 37.3 36.7 29.9 36.7 29.9 30.3 36.6 42.9 125%
山王史跡公園あやめ園 11.7 3.5 9.6 6.4 13.3 6.4 13.3 14.7 11.4 9.7 83%
南くりこま高原一迫ゆり園 17.4 16.6 20.8 17.0 16.0 17.0 16.0 19.7 21.6 27.7 159%
一迫埋蔵文化財センターろまん館 0.6 0.2 0.8 1.0 0.6 1.0 0.6 0.7 0.7 1.5 250%
五輪堂山公園 15.5 6.0 6.0 3.3 4.0 3.3 4.0 0.0 0.0 0.0 0%
栗原市細倉マインパーク 27.2 14.6 16.0 19.5 34.9 19.5 34.9 40.2 40.8 78.3 288%
細倉鉱山資料館 2.5 0.4 1.3 1.1 0.6 1.1 0.6 0.8 0.9 0.1 2%
金成温泉延年閣 171.6 161.0 162.3 59.5 132.9 29.5 132.9 119.6 117.8 114.9 67%
あぐりっこ金成 52.8 51.5 51.6 39.8 40.4 39.8 40.4 40.3 43.5 49.0 93%
主たる観光地点での合計 1,521.6 1,299.2 453.9 549.6 680.9 492.6 680.9 686.1 751.6 793.3 52%





































                                                   
53 日本ジオパーク委員会：ジオパークとなるには、申請書類提出後、日本ジオパーク委員
会の審査を受ける必要がある。43 箇所は 2018 年 4 月時点での数 








岩手・宮城内陸地震により、2009 年の受入数は落ちたが、図表 73 よると、受入人数は順
調に回復している。特に、県内校の誘致人数が多く、県外からの誘致人数は少ない。 
 



















































2012年 2013年 2014年 2015年 2016年
宮城県合計 180,917 158,442 150,173 162,650 83,770 155,713 138,067 125,153 121,331 151,555
仙台市 64,701 54,925 55,074 66,363 35,462 62,437 49,884 50,992 46,521 58,843
栗原市 31,160 13,481 1,951 17,173 19,185 29,225 30,011 27,930 31,422 30,821
蔵王町 31,220 18,410 26,015 8,164 15,201 25,030 19,445 14,303 5,550 9,801
松島町 12,336 13,267 10,757 8,427 297 1,508 8,226 8,369 9,249 8,306






































生から 15 年を経過した頃から入込数が減少し、1990 年頃のピーク時の 14.8 万人に対し
2016 年は 2.7万人と激減している。災害からの復興については、発生から 5年で復興宣言
があったので、この入込減少については、災害とは別の要因があると予測される。奥尻島
へのフェリー運賃が 2006 年、2008 年と立て続けに値上げ56されており、燃油価格上昇分が
                                                   
56 ハートランドフェリー運賃値上げ：2008 年 8 月 9 日函館新聞
http://www.ehako.com/news/news2008a/2805_index_msg.shtml 
奥尻町 淡路市 栗原市
災害発生日 1993年7月12日 1995年1月17日 2008年6月14日
当時の人口(A) 4,604人 53,235人 78,932人
災害から5年後の人口 3,921人 51,884人 73,986人
2018年5月末の人口(B) 2,699人 44,400人 68,830人
人口減少率(100-A/B) 約41%減 約16%減 約13%減
面積/㎢ 142.9㎢ 184.3㎢ 804㎢
最大震度 推定震度6 震度6強 震度6強
死者/人 172 58 14




























災害発生前年の入込数(A) 52,969人 3,193,000人 1,910,876人
災害発生年の入込数 50,452人 2,222,000人 876,908人
2016年度の入込数(B) 27,020人 8,562,000人 2,007,132人

































復興と生活再建について、時間軸から検証している。震災から 5 年を第 1 ステージ、次の
































 第 3 章【観光につながる事例と観光産業について】 
3.1 観光産業の分類と整理について 














































































































































を開始した。宮城県内での旅行業登録業者は図表 77 の通り、2018 年 3 月現在で合計 124



















第2種 9 6 12 15 6
第3種 11 17 16 35 16
地域限定 0 0 0 3 3
20 23 28 53 25
宮城県旅行業制度の概要から抜粋して作成
図表　旅行業の取扱い業務範囲一覧
海外 国内 海外 国内


































































宮城県にある旅行会社は、2017 年 11 月 9 日現在で 130件あり、うち 42 件が東日本大震
災発生後の登録であり、今後詳細を調査したい。必ずしも震災が設立のきっかけになって











格が誕生した。旅行年報 2017 によると、全国での地域限定旅行業については、2013 年 4
月から登録開始となり、2014 年に 45 社、2015 年には 32 社増の 77 社、2016 年には累計 118















第1種 観光庁 9 2
第2種 宮城県 40 27
第3種 宮城県 78 10







































                                                   
59 てるみくらぶ：株式会社てるみくらぶ、1998 年に設立され、主に海外旅行のパッケー
ジ商品販売していた。資金繰り悪化により、2017 年 3 月破産手続き開始。2005 年に同業
























































自然環境を利用した子供向けの複合体験施設として 2015 年に開業。宿泊費は 1 泊 2 日の場






















































































町の団体がバス 1台に対し 5,000 円で実施、女川町、石巻市、東松島市などではバス 1台
に対し 3,000 円のところが多いとバラバラである。時間については、ほとんどの団体が 1
時間から 1 時間 30 分を通常としている。女川町の語り部ガイドの場合には、女川駅付近か
119 
 
ら、お客様のバスに乗り込み約 1 時間 30 分で案内をするが、料金は一人当たり 500 円か、

















































































































































ていたが、2018 年 6 月から若手の大森丈広氏に世代交代をしている。 
 
【南三陸モアイファミリー】 




































































































































日帰り旅行について、観光目的であると 1人あたり 1 回の平均が 13,252 円であり、この金
額を移動交通費以外に、飲食店でも土産物販売でもどこで使ってもらうかというキャッシ
ュポイントが地域内にどれくらいあるかが観光産業としては重要なことである。特に、東
                                                   
60 観光庁のデータ：観光庁「旅行・観光消費動向調査」2017 年 1 月～12 月分より。宮城
県観光統計の数値とは、異なる。 
全体平均 観光目的 出張目的
国内の日帰り旅行 ¥15,526 ¥15,797 ¥14,468




























国内の日帰り旅行 ¥15,006 ¥13,252 ¥16,891
国内の宿泊旅行 ¥47,281 ¥51,881 ¥49,287
2.85泊 1.58泊 5.66泊
図表　日帰り旅行における購買の機会
出発 到着 出発 帰着









時間：10時から 13 時 30 分 
場所：現地集合(南三陸町入谷地区 校舎の宿さんさん館) 
費用：参加費として おとなひとり 2,500円 こどもひとり 2,000 円 
行程：10時集合→10時 15分から 11 時 15野菜収穫体験→ 
11時 15 分から 12 時 30 分昼食調理とイワナつかみ体験→ 












 時間：9時から 15 時 15分 
 場所：現地集合(丸森駅) 
 費用：参加費 おとな・こどもおひとり 3,000 円 
 行程：9時集合→丸山城跡見学→狼煙イベント観覧→物見櫓、西舘城跡見学→昼食→ 

































5,000 円加算すると 14,940 円となり、観光庁の発表した観光消費動向の 15,006 円に近い
金額となる。移動のための交通費を含めずに、日帰り旅行で 9,940 円を消費するために、
体験のコンテンツが 2回、食事 1 回、買い物 1 回と、合計で 4回のキャッシュポイントを


























出発 到着 出発 帰着
移動費 体験① 昼食 体験② 買い物 移動費
仙台 南三陸町 南三陸町 仙台
歌津 飲食店 神社 商店街
貸切バス 漁業体験 昼食 語り部体験 買い物 貸切バス


















年の全国消費実態調査から、宮城県のデータを確認する。図表 89 によると、2009 年の宮
城県調査では、1 世帯の消費支出が 311,136 円で、そのうち教養娯楽に消費された金額は
29,934 円である。世帯平均人数で割ると、一人当たり 8,753 円となる。2014年は約 9,000
円下がり、7,839 円となった。全国平均と比較すると、消費支出の金額は全国平均のほう
が低いにもかかわらず、教養娯楽については圧倒的に宮城県の平均のほうが低く、世帯一
人当たりに換算をすると、全国平均が 9,636 円であるのに対し、宮城県は 7,839 円と約


































項目 金額(円) 構成比(%) 金額(円) 構成比(%) 金額(円) 構成比(%)
食糧 68,819 22.1 70,228 23.8 72,280 24.7
住居 18,356 5.9 14,673 5 17,660 6
光熱・水道 22,287 7.2 23,578 8 20,967 7.2
家具・家事用品 9,548 3.1 10,839 3.7 10,136 3.5
被服・履物 12,737 4.1 11,388 3.9 11,864 4.1
保健医療 14,405 4.6 12,777 4.3 12,907 4.4
交通・通信 50,964 16.4 51,896 17.6 45,136 15.4
教育 14,742 4.7 10,863 3.7 13,387 4.6
教養娯楽 29,934 9.6 25,163 8.5 29,196 10












































































































































































































要因③ 要因② 要因① 要因①
要因② 要因①
要因② 要因①































が多いが、宿泊施設では、淡路市内にホテル 4軒、旅館 4 軒、民宿 11 軒、公共の宿 5 軒、













































































































































































































































































































































































































                                                   
62 大阪府：2018 年 10 月末日現在、大阪府のみ未導入
http://www.mlit.go.jp/kankocho/siryou/toukei/irikomi.html 
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